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XLXV2.0.0 バージョンアップで DMR を体験 

DMR と D-Star をインターチェンジャブルにするための仕掛けとしてトランスコーダー

なるものが必要だそうですが現在は高価（300USD とも 500USD ともいわれている） 

なので ヨーロッパの人たちもダッシュボードのバージョンは V2.0.0 にしたけれども 

高価なトラン スコーダーは使用せず従来通りの D-Star だけの機能を利用している方が 

多いようです。 BlueDV の作者の David さんはしばらく待てばもっと安いものが出る 

らしいと言っていま すので当局はそれを待ちます。これまた身も蓋もない話になりますが 

BlueDV ソフトを使 えばトランスコーダーを備えたリフレクター（例えば XLX950）を 

利用すれば DMR と D-Star のインターチェンジャブルな QSO が可能でしたが更に 

バァージョンアップ後のリフレクターは DMR 同志の QSO がトラン スコーダー無しで 

可能あることが判りました。以下は Raspberry Piにおけるバージョンアップの体験ですが 

ポイントはバァージョンアップ過程の wget -O /xlxd/dmrid.dat http://xlxapi.rlx.lu/api/exportdmr.php  

コマンドにあったのではないかと思います。 

 

１．V2.0.0へのバージョンアップで従来のバージョンアップと大きく異なるところ 

・xlxdスクリプトの AERGUMENTに IPアドレス 127.0.0.1を次のように追加 

しないとダッシュボードのバージョン表示が 2.0.0にならない。 

 

 

・最初のバージョンアップ手順書には DMR関係のデータ dmrid.datを XLXAPI 

サーバーから xlxdフォルダーに自動読み込みするスクリプ（コマンド）が追加されて 

いますが訂正版からは手動でコマンドを打ち込むように手順が変わっています。自動 

読み込みも有効ではあるようですが最初は手動でコマンドを打たないとバージョン 

アップは有効でも DMR同志の交信が出来ないのではないかと思われる現象を経験 

しました。（自動読み込みの時間設定はディフォルトの時間 30 2 */2 * *では NG、この
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辺りが素人の悲しさ、勉強勉強）尚、当局は相手局の DMR設定が有効かどうかを 

ThumDV用 Windows版 BlueDVで判断しています。 

 

自動読み込みのコマンドスクリプト 

自動読み込みを有効にするためには cronjob を使うのが良いと言っています。  

「crontab -e 」コマンドを送って開いた画面のエディター選択コマンドでエディター 

を選択した後「30 2 */2 * * wget -O /xlxd/dmrid.dat http://xlxapi.rlx.lu/api/exportdmr.php」を 

入力して saveする。「30 2 */2 * *」が自動ダウンロードの日時らしいがこの日時が 

バージョンアップ直後の日時でなかった（2日後？）のが問題であったと思われます。 

 

 

手動読み込みのコマンドスクリプト 

wget -O /xlxd/dmrid.dat http://xlxapi.rlx.lu/api/exportdmr.phpをコマンドすると 

次のようにデータが読み込まれて xlxd起動後に DMRが有効になるようです。 

 

http://xlxapi.rlx.lu/api/exportdmr.php
http://xlxapi.rlx.lu/api/exportdmr.php
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・新規バージョンアップ手順書には FTDI ドライバーをチェックして AMBE サーバー 

をインストールするようにとのコメントがありますが現時点では無視します。 

 

・ソースコードのコンパイルの順番が次のように変わっていること。 

 make clean → make → make install 

 

・ダッシュボード関連ファイのコピー先が従来の/var/www/htmlフォルダーではなく 

新しい/var/www/dbフォルダーを自動的に生成してその中に一連のファイが保管 

されるようになっているが当局は従来通り/var/www/htmlフォルダー保管するように 

した。ダッシュボードのカスタマイズをしている場合は注意しなければいけない。 

 

・Index.phpがダッシュボードの国旗にカーソルを合わせると国名がポップアップする 

ように変更されている 

 

・開放が必要なポートの数が増えている。 

従来と同じ 

TCP port 80 (http) optional TCP port 443 (https) 

TCP port 8080 (RepNet) optional 

UDP port 10001 (json interface XLX Core) 

UDP port 10002 (XLX interlink) 

TCP port 22 (ssh) optional TCP port 10022 

 Raspberry Piで SSHを使用する場合はこのポート以外を使うほうが良いと思う。 

UDP port 30001 (DExtra protocol) 

UPD port 20001 (DPlus protocol) 

UDP port 30051 (DCS protocol) 

 

以下が追加になっており一応解放したが現時点で必要かどうかの確認はしていない。 

UDP port 8880 (DMR+ DMO mode) 

UDP port 62030 (MMDVM protocol) 

UDP port 10100 (AMBE controller port) 

UDP port 10101 - 10199 (AMBE transcoding port) 
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2. ThumbDV用 BlueDBWindows版を使うと相手局の DMR設定が有効かどうかが分かる 

① BlueDBWindows版最新バージョンの setup画面で XLXDMR.を選択します。 

 

② 次に DMR mastersをアップデートします 

 

 

次の画面（次ページ含む）が順番にポップアップするので「はい」、「OK」をクリックしま

す 
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③ そして BlueDVを再起動して SERIALボタンの左半分がブルーになっていることを

確認してその下の DMRボタンをクリックすると DMR対応リフレクターのリストを

表示することが出来ますので例えば XLX076を選択します。 

 

 

 

 

選択だけではまだ繋がっていません 
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画面右下のボタンを DMR側にしてその下の欄にモジュール該当 

（この例ではモジュール D）の数字を入力します。 

 

 

 

 

Link ボタンをクリック

すると繋がります 

パソコンキーボードのスペースキーを押して

On AIR（カーチャンク）します。マウスのク

リックでも OK 

スタンバイすると一時的に 

表示される 
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XLX076のダッシュボードを見ると JA3GQJがDモジュールで接続されているのが分かる。 

DMRの場合 Suffix欄はブランクになるような気がする。D-Starのように使用機器は表示 

されない。（Suffix欄の表示には問題が有り次回バージョンで修正するとの情報もある） 

 

尚、XLXリフレクターのモジュール A～Zは XLXMDRモジュール番号 4001～4026に 

対応していることはご存知の通りです。 

 

また、DVMEGAのファームウエアー3.14が XLXDMRに最適だそうですが 3.17でも 

良いのでは・・・。 

 

Shu JA3GQJ      

As of August 31 2017 


